
第７回日本詩吟協会・芸術祭

■　日　時　　令和４年10月８日（土）１２時開場・１３時開演

■　会　場　　曳 舟 文 化 セ ン タ ー 大 ホ ー ル

■　交　通　　京成線「京成曳舟駅」1分、東武線「曳舟駅」3分

■　入場料　　自 由 席　　￥４,０００円

■　問合せ　　日本詩吟協会会員まで　　 　　　　主催　日本詩吟協会

「蟬しぐれ」企画構成吟

  あらすじ

海坂藩（架空の藩）を舞台に政変に巻きこまれて父を失い、家禄を減らされた少年・牧文四郎の成長を描く。文四郎は

市中の剣術道場と学塾に通い、ひとつ年上の小和田逸平や同い年の島崎与之助と仲がよく、また、隣家の娘「ふく」に

不思議と心を引かれ、少しずつ大人になりつつある年頃である。平凡な日々が穏やかに過ぎてゆく中で、海坂藩での、

お世継ぎをめぐる政争が表面化し、これに関与していた養父助左衛門は切腹を命ぜられる。やがて「ふく」との別れ。

「ふく」は海坂藩藩主のご求愛を受け、お子を身ごもり、それが元で、お家騒動に発展。文四郎は翻弄されつつも解決

に努力する。藩主のご逝去で「ふく」は尼になる覚悟をするが、文四郎との逢瀬を望む。

出 演 者 名　海老澤宏升　勝部　吼嶺　岡村　心蒼　武田　誠風　三浦　喨泉　松宮　岳謳　山本　宏晴　南雲　黎晶

　　　　　　長谷川聖漲　小池　洵風　本田　白郷　清水　蕗山　野口　摂粋　吉原　秀峰　堀　　陽梁　大田　錦虹　

　　　　　　武島　鳳珠　田代　綉媛　久保　岳樟　横山　燕峰　海老澤宏讓　渡部　宗堂　川　   牧洲　河野　陽瀞　

　　　　　　石川　渾凰　竹内　海山　飯島　氣溢　阿部　桜岳　澤頭　霜翠　早藤　琥畔　倉田　鴻道　戸張　紅詠　

　　　　　　小倉　喜岳　西岡　緑優　佐藤　晃山　森　　宏法

企画協力：文藝春秋社　　脚本：岡　　直彌

　　　　　　　　　　　　演出：海老澤宏升


